
目
次解

題
丸
亀
県
伺
同
県
士
族
村
井
八
十
三
郎
外
数
十
名
多
衆
ヲ
聚
メ
訟
ヲ
構
へ

官
二
抗
シ
タ
ル
等
ノ
件

（
一
）
村
井
八
十
三
郎
・
中
村
賞
量
刑
指
令

（
二
）
森
辨
蔵
量
刑
指
令

（
三
）
中
村
彌
吉
郎
量
刑
指
令

（
四
）
三
好
藤
弥
太
量
刑
指
令

（
五
）
杉
山
盤
治
郎
量
刑
指
令

（
六
）
三
田
三
郎
・
津
坂
昇
平
・
村
井
平
吉
・
小
河
周
平
太
・
杉

本
國
治
郎
・
松
浦
恒
治
郎
・
村
山
達
八
・
西
川
源
太
郎
・
高

林
亥
歳
男
・
石
垣
文
治
郎
量
刑
指
令

（
七
）
高
木
益
治
郎
・
平
井
錦
二
郎
・
津
坂
直
松
・
妻
鹿
豊
治
・

伊
藤
覺
之
丞
・
浅
見
勇
馬
・
清
水
八
郎
・
本
庄
元
太
・
西
川

明
治
四
年
・
丸
亀
県
土
肥
大
作
襲
撃
事
件
関
係
資
料
Ｈ

嘉
平
治
・
金
子
環
三
・
高
木
小
作
・
長
谷
川
裕
一
郎
・
沼
田

竹
三
郎
・
関
清
・
竹
本
康
郎
・
臼
杵
荒
五
郎
量
刑
指
令

（
八
）
林
唯
七
・
藤
村
九
十
九
・
松
原
郁
彦
・
加
治
直
八
・
小

川
五
郎
太
・
伊
藤
傳
・
齊
田
浪
三
・
津
田
東
太
・
村
井
凡

夫
・
三
野
穀
量
刑
指
令

（
九
）
伴
節
太
郎
・
百
々
乙
次
郎
・
中
川
渉
・
内
山
新
一
郎
・

岡
田
格
治
郎
・
松
井
一
太
郎
・
入
江
武
・
赤
羽
榮
量
刑

指
令

（
一
○
）
高
木
豊
四
郎
量
刑
指
令

（
二
）
伴
鹿
治
郎
量
刑
指
令

（
一
二
）
出
渕
固
治
郎
外
五
人
量
刑
指
令

（
一
三
）
丸
亀
県
士
族
村
井
八
十
三
郎
中
村
實
弐
人
口
書

①
明
治
四
年
九
月
五
日
・
村
井
八
十
三
郎
口
書

②
明
治
四
年
九
月
五
日
・
中
村
實
口
書

（
一
四
）
丸
亀
県
士
族
森
辨
蔵
口
書

中
山
光
勝

八
一



①
明
治
四
年
九
月
五
日
・
森
辨
蔵
口
書
…
…
以
上
本
号

（
一
五
）
丸
亀
県
士
族
三
田
三
郎
ヨ
リ
林
唯
七
二
至
迄
弐
拾
七
人

口
書
…
…
以
下
次
号

①
明
治
四
年
九
月
五
日
・
三
田
三
郎
口
書

②
明
治
四
年
九
月
五
日
・
村
井
平
吉
・
小
河
周
平
太
・

杉
本
國
治
郎
・
松
浦
恒
治
郎
・
村
山
達
八
・
西
川
源
太

郎
・
高
林
亥
歳
男
・
石
垣
文
治
郎
口
書

③
明
治
四
年
九
月
五
日
・
津
坂
昇
平
口
書

④
明
治
四
年
九
月
五
日
・
高
木
豊
治
郎
・
平
井
錦
二
郎
・

津
坂
直
松
・
妻
鹿
豊
治
・
伊
藤
覺
之
丞
口
書

⑤
明
治
四
年
九
月
五
日
・
浅
見
勇
馬
・
清
水
八
郎
口
書

⑥
明
治
四
年
九
月
五
日
・
本
庄
元
太
・
西
川
嘉
平
治
・

金
子
環
三
・
高
木
小
作
・
長
谷
川
裕
一
郎
・
沼
田
竹
三

郎
・
関
清
・
竹
本
康
郎
・
臼
杵
荒
五
郎
口
書

⑦
明
治
四
年
九
月
五
日
・
林
唯
七
口
書

（
一
六
）
丸
亀
県
士
族
藤
村
九
十
九
ヨ
リ
伴
節
太
郎
二
至
迄
拾

人
口
書

①
明
治
四
年
九
月
五
日
・
藤
村
九
十
九
・
松
原
郁
彦
・

加
治
直
八
・
小
川
五
郎
八
・
伊
藤
傳
・
齊
田
浪
三
・

津
田
東
太
口
書

②
明
治
四
年
九
月
五
日
・
村
井
凡
夫
口
書

③
明
治
四
年
九
月
五
日
・
三
野
穀
口
書

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
七
月
十
日
夜
、
当
時
の
丸
亀
県
丸
亀
に
お
い
て
、

家
禄
削
減
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
、
同
県
士
族
中
村
弥
吉
郎
等
数
十
人
が
、
元
丸

亀
藩
権
大
参
事
で
、
視
察
の
た
め
同
地
に
出
張
中
の
民
部
省
出
仕
土
肥
大
作
を
、

そ
の
止
宿
先
に
襲
撃
し
、
双
方
に
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
と
い
う
事
件
が
発
生

解
題

④
明
治
四
年
九
月
五
日
・
伴
節
太
郎
口
書

（
一
七
）
丸
亀
県
士
族
百
々
乙
次
郎
ヨ
リ
赤
羽
栄
二
至
迄
七
人

口
室
日

①
明
治
四
年
九
月
五
日
・
百
々
乙
次
郎
・
中
川
渉
・

内
山
新
一
郎
・
岡
田
格
治
郎
・
松
井
一
太
郎
・
入
江

武
・
赤
羽
榮
口
書

（
一
八
）
丸
亀
県
士
族
高
木
豊
四
郎
伴
鹿
治
郎
口
書

①
明
治
四
年
九
月
五
日
・
高
木
豊
四
郎
口
書

②
明
治
四
年
九
月
五
日
・
伴
鹿
治
郎
口
書

（
一
九
）
丸
亀
県
士
族
出
渕
固
治
郎
ヨ
リ
卒
田
中
鍛
二
至
迄
六

人
口
書

①
明
治
四
辛
未
（
月
日
欠
）
・
出
渕
固
治
郎
・
三
橋
傳

四
郎
・
佐
治
与
一
郎
・
百
々
英
夫
口
書

②
明
治
四
年
九
月
五
日
・
守
武
政
一
郎
口
書

③
明
治
四
年
九
月
五
日
・
田
中
鍛
口
書

八
二節

太
郎
口
書

ソ
赤
羽
栄
二
至
迄
七
人



し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
五
十
人
組
事
件
」
の
発
生
で
あ
る
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
地
方
の
郷
土
史
関
係
を
中
心
に
、
簡
単
に

で
は
あ
る
が
、
そ
の
概
要
を
伝
え
る
文
献
も
多
く
、
例
え
ば
、
福
家
惣
衛
『
讃

岐
人
物
伝
』
（
大
正
三
境
、
黒
正
巌
「
明
治
初
年
に
お
け
る
侍
階
級
の
騒
擾
」

（
３
）

（
昭
和
六
鏡
、
梶
原
猪
之
松
『
讃
岐
人
名
辞
童
（
昭
和
十
一
年
）
、
香
川
県
教

（
４
）

育
委
員
会
編
『
新
修
香
川
県
史
』
（
昭
和
二
十
八
年
）
、
丸
亀
市
史
刊
行
頒
布
会

（
５
）

編
『
丸
亀
市
史
』
（
昭
和
二
十
八
年
）
、
福
家
惣
衛
『
香
川
近
代
史
』
（
昭
和
三

（
６
）

十
四
年
）
、
毎
日
新
聞
社
高
松
支
局
編
『
明
治
百
年
ｌ
ｌ
香
川
県
の
歩
み
ｌ
』

（
７
）

（
昭
和
四
十
三
年
）
、
新
修
丸
亀
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
修
丸
亀
市
史
』
（
昭

（
８
）

和
四
十
六
年
）
、
市
原
輝
士
・
山
本
大
『
香
川
県
の
歴
史
』
（
昭
和
四
十
六

（
９
）
（
Ⅲ
）

年
）
、
香
川
地
方
史
研
究
会
編
『
讃
岐
の
歴
史
』
（
昭
和
五
十
年
）
、
洞
爺
村
編

（
Ⅲ
）

『
洞
爺
村
史
』
（
昭
和
五
十
一
年
）
、
四
国
新
聞
社
編
『
讃
岐
人
物
風
景
』
８

（
昭
和
五
十
七
年
）
、
直
井
武
久
『
丸
亀
の
歴
史
散
歩
』
（
昭
和
五
十
七
鍵
、
香

（
吃
）

（
Ｍ
）

川
県
編
『
香
川
県
史
』
第
五
巻
通
史
編
近
代
Ｉ
（
昭
和
六
十
二
年
）
、
丸

（
喝
）

亀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
編
丸
亀
市
史
』
２
近
世
編
（
平
成
六
年
）
丸

（
略
）

亀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
編
丸
亀
市
史
』
３
麺
峨
編
（
平
成
八
年
）
な
ど

に
、
そ
の
概
況
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
香
川
県
編
『
香
川
県
史
』
第
十
一
巻

（
Ⅳ
）

資
料
編
近
代
現
代
史
料
Ｉ
（
昭
和
六
十
一
年
）
に
は
、
後
述
の
「
丸
亀
県

史
・
騒
擾
時
変
原
文
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
関
係
資
料
の
一
部
が
翻
刻
、
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
立
公
文
書
館
蔵
『
愛
媛
県
史
料
』
第
三
十
九
に
収
録
さ
れ
て
い

（
肥
）
（
旧
）

る
「
丸
亀
県
史
・
刑
事
」
「
丸
亀
県
史
・
時
変
」
、
「
丸
亀
県
史
・
騒
擾
時
変
原

（
卯
）
（
創
）

文
」
お
よ
び
「
丸
亀
県
史
・
処
刑
原
文
」
、
国
立
公
文
書
館
蔵
『
太
政
類
典
』
第

一
編
・
第
八
十
七
巻
・
保
民
・
警
察
三
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
丸
亀
県
下
元
丸

（
躯
）

亀
藩
士
暴
動
二
付
倉
敷
県
ヨ
リ
捕
亡
手
ヲ
出
張
セ
シ
ム
」
な
ら
び
に
国
立
公
文

書
館
蔵
『
公
文
録
』
辛
未
葬
鉦
卵
倉
敷
県
伺
廿
四
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
丸
亀

（
羽
）

県
下
動
揺
之
儀
届
」
お
よ
び
『
公
文
録
』
辛
未
頚
雌
朋
司
法
省
伺
二
十
に
収
録

（
別
）

さ
れ
て
い
る
「
旧
丸
亀
県
少
参
事
石
川
宗
一
変
死
届
」
な
ど
に
は
、
こ
の
事
件

に
関
す
る
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
件
の
概
要
は
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
よ
っ
て
一
応
の
こ
と
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
文
献
の
記
述
の
内
容
は
、
き
わ
め
て
簡
単

な
も
の
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
明
治
四
年
七
月
十
日
夜
十
一
時
歴
型
土
肥
大
作
が
、

旧
丸
亀
藩
士
に
襲
撃
さ
れ
、
双
方
に
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
こ
と
お
よ
び
襲
撃

に
参
加
し
た
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
処
罰
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に

す
ぎ
ず
、
と
く
に
司
法
処
理
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ら
れ
て
い

な
い
。と
こ
ろ
が
、
私
は
十
年
ほ
ど
前
、
こ
の
事
件
の
裁
判
関
係
資
料
が
法
務
省
法

務
図
書
館
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
資
料
は
、
「
丸
亀
県
伺
同
県
士

族
村
井
八
十
三
郎
外
数
十
名
多
衆
ヲ
聚
メ
訟
ヲ
構
へ
官
一
一
抗
シ
タ
ル
等
ノ

鵬
学
↑
題
す
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
明
治
四
年
九
月
（
日
欠
）
、
丸
亀
県
が

司
法
省
に
上
申
し
た
事
件
関
係
者
の
「
処
刑
伺
」
と
こ
れ
に
対
す
る
司
法
省
の

量
刑
指
令
（
発
令
年
月
日
不
明
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
附
紙
」
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
り
、
処
刑
さ
れ
た
人
々
に
適
用
さ
れ
た
法
条
が
判
明
す
る

な
ど
、
従
来
の
文
献
で
は
不
明
で
あ
っ
た
部
分
を
も
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
三



そ
こ
で
以
下
に
各
資
料
に
簡
単
な
解
題
を
附
し
て
、
こ
の
貴
重
な
資
料
の
全

文
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
事
件
の
裁
判
の
経
過
の

詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、
近
く
発
表
予
定
の
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
の
指
令
は
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
前
掲
「
丸
亀
県
史
・
処
刑
原
文
」

に
、

当
県
士
族

中
村
彌
吉
郎

右
者
今
五
月
以
来
歎
願
二
事
寄
セ
自
分
等
発
端
ニ
依
り
数
拾
人
語
合
威
勢

（
マ
マ
）

ヲ
以
テ
迫
り
出
テ
加
之
七
月
十
日
夜
重
キ
命
令
ヲ
犯
シ
士
居
大
作
宅
二
於

テ
及
暴
挙
罷
在
候
事
ハ
不
揮
上
ノ
仕
業
不
届
之
至
り
右
科
ヲ
以
死
罪
可
申

付
筈
之
処
令
死
失
候
二
付
死
体
無
御
構
可
申
付
哉

右
之
通
御
座
候
間
御
所
置
之
儀
別
紙
口
書
相
添
此
段
相
伺
申
侯
以
上

明
治
四
年
辛
未
九
月
丸
亀
県

御
附
紙

存
命
二
候
ハ
畠
庶
人
二
下
シ

法
務
省
法
務
図
書
館
蔵
『
諸
県
口
垂
昌
明
治
四
年
。
三
十
六
・
賊
盗
・

第
五
百
二
十
四
号
・
丸
亀
県
伺
同
県
士
族
村
井
八
十
三
郎
外
数
十
名

多
衆
ヲ
聚
メ
訟
ヲ
構
へ
官
二
抗
シ
タ
ル
等
ノ
件

（
一
）
Ｉ
（
一
二
）
（
発
令
年
月
日
欠
）
・
村
井
八
十
三
郎
以
下
五
十

八
名
司
法
省
量
刑
指
令

准
流
十
年
中
村
彌
吉
郎

と
み
え
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
処
刑
伺
」
は
、
ひ
と
り
中
村
に
限
ら

ず
他
の
事
件
関
係
者
に
つ
い
て
も
提
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
、
し
か

も
、
そ
の
「
処
刑
伺
」
に
添
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
そ
れ
ら
の
人
々
の
後
掲

「
口
書
」
の
日
付
が
、
明
治
四
年
九
月
五
日
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
前
掲

「
丸
亀
県
史
・
刑
事
」
に
、

同
年
（
明
治
四
年
ｌ
ｌ
中
山
註
）
十
二
月
日
欠
士
族
中
村
彌
吉
郎
等
三
拾

二
人
暴
挙
ヲ
責
メ
罪
二
処
ス
各
差
ア
リ

と
み
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
れ
は
、
九
月
六
日
以
後
十
二
月
末
日
以
前
の
こ

と
と
な
ろ
う
。
こ
の
司
法
省
指
令
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
は
紙
幅
の
関
係
も

あ
る
こ
と
と
て
別
稿
に
ゆ
ず
る
が
、
こ
の
指
令
中
に
み
え
る
中
村
弥
吉
郎
に
対

す
る
量
刑
の
基
準
と
さ
れ
た
条
規
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
注
意
を
要
す
る
。
そ

れ
は
、
量
刑
の
基
準
と
さ
れ
た
条
規
が
、
当
時
の
現
行
刑
法
で
あ
る
新
律
綱
領

の
そ
れ
で
な
く
、
そ
の
改
正
・
補
充
法
と
し
て
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
新
律
条

例
の
そ
れ
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
指
令
は
、
新

律
条
例
（
第
一
次
草
案
）
第
百
六
十
五
条
（
賊
盗
律
・
兇
徒
聚
衆
附
例
）
の
中

の
「
凡
多
衆
ヲ
聚
メ
テ
訟
ヲ
構
へ
官
二
強
逼
ス
ト
錐
モ
良
民
ヲ
擾
害
ス
ル
ニ
至

ラ
サ
ル
者
首
ハ
流
三
等
従
ハ
ー
等
ヲ
減
ス
従
ニ
シ
テ
情
軽
キ
者
ハ
又
一
等
ヲ
減

ス
」
な
る
規
定
に
よ
り
、
「
首
犯
」
の
「
流
三
等
」
を
選
択
し
さ
ら
に
、
新
律

条
例
（
第
一
次
草
案
）
第
七
条
（
名
例
律
上
・
五
刑
附
例
）
の
中
の
「
凡
流
刑

地
方
未
タ
定
ラ
サ
レ
ハ
姑
ク
流
刑
ヲ
停
メ
五
徒
ノ
外
別
二
准
流
法
ヲ
設
ヶ
獄
則

二
照
シ
懲
役
二
服
シ
限
満
テ
原
籍
二
還
ス
…
…
…
流
…
…
…
三
等
准
流

八
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こ
れ
ら
の
「
口
書
」
は
、
明
治
四
年
九
月
五
日
附
で
、
容
疑
者
と
し
て
取
調

べ
を
受
け
た
人
々
が
、
丸
亀
県
に
提
出
し
た
自
白
を
記
録
し
た
供
述
調
書
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
被
告
側
の
記
録
で
あ
り
、
現
在
ま
で
に
翻
刻
、
紹
介
さ
れ
た
資

料
に
は
み
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
検
討
す
れ
ば
、
被
告
た
ち
が
事
件
で

果
た
し
た
各
自
の
役
割
が
明
ら
か
に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
事
件
の
全
体
像

十
年
」
な
る
規
定
に
よ
り
、
「
流
三
等
」
を
「
准
流
十
年
」
に
換
刑
し
た
う
え

で
、
新
律
綱
領
・
名
例
律
上
・
閏
刑
五
条
の
「
凡
士
族
。
罪
ヲ
犯
シ
。
本
罪
。

答
刑
二
該
ル
者
ハ
。
謹
慎
二
処
シ
・
杖
刑
二
該
ル
者
ハ
。
閉
門
二
処
シ
…
…
…

流
刑
二
該
ル
者
ハ
・
辺
戌
二
処
シ
…
…
…
若
シ
賊
盗
。
賭
博
等
ノ
罪
ヲ
犯
シ
。

廉
恥
ヲ
破
ル
コ
ト
甚
シ
キ
者
。
答
杖
二
該
ル
ハ
。
廃
シ
テ
庶
人
卜
為
ス
ニ
止
メ
。

徒
以
上
ハ
・
価
ホ
本
刑
ヲ
加
フ
」
な
る
規
定
を
適
用
し
、
「
士
族
」
の
身
分
を

（
妬
）

剥
奪
し
、
「
庶
人
二
下
シ
准
流
十
年
」
と
量
刑
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ

の
指
令
に
は
、
伊
丹
、
縣
、
樺
山
、
大
庭
、
松
本
、
渡
邊
お
よ
び
岸
良
の
各
捺

印
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
指
令
の
起
案
に
関
与
し
た
司
法
省
中
判
事
伊

丹
重
賢
、
同
少
判
事
縣
信
絹
、
同
中
判
事
樺
山
資
綱
、
同
少
刑
事
大
庭
景
幸
受

同
中
判
事
松
本
暢
同
権
中
判
事
渡
邊
敬
お
よ
び
同
権
中
判
事
岸
良
兼
養
の

（
”
）

そ
れ
で
あ
ろ
う
。（

一
三
）
Ｉ
（
一
九
）
明
治
四
年
九
月
五
日
・
村
井
八
十
三
郎
以
下

五
十
一
名
口
書
お
よ
び
明
治
四
年
辛
未
（
月
日
欠
）
・
出
渕

固
治
郎
以
下
四
名
口
書

の
解
明
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

註（
１
）
福
家
惣
衛
『
讃
岐
人
物
伝
』
（
大
正
三
年
）
三
八
頁
。

（
２
）
黒
正
巌
「
明
治
初
年
に
お
け
る
侍
階
級
の
騒
擾
」
京
都
帝
国
大
学

経
済
学
会
『
経
済
論
叢
』
第
三
十
二
巻
三
号
（
昭
和
六
年
）
一
三
七
頁

〔
『
百
姓
一
撲
の
研
究
』
続
篇
（
昭
和
三
十
四
年
）
二
一
九
頁
〕
。

（
３
）
梶
原
猪
之
松
『
讃
岐
人
名
辞
書
』
第
参
版
（
昭
和
十
一
年
）
一
六
○

’
一
六
一
頁
。

（
４
）
香
川
県
教
育
委
員
会
編
『
新
修
香
川
県
史
』
（
昭
和
二
十
八
年
）
六

四
八
’
六
四
九
頁
。

（
５
）
丸
亀
市
史
刊
行
頒
布
会
編
『
丸
亀
市
史
』
（
昭
和
二
十
八
年
）
四
一

四
’
四
一
六
頁
。

（
６
）
福
家
惣
衛
『
香
川
近
代
史
』
（
昭
和
三
十
四
年
）
二
八
八
’
二
九
一

頁
。

（
７
）
毎
日
新
聞
社
高
松
支
局
編
『
明
治
百
年
ｌ
ｌ
香
川
県
の
歩
み
ｌ
』

（
昭
和
四
十
三
年
）
八
○
’
八
三
頁
。

（
８
）
新
修
丸
亀
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
修
丸
亀
市
史
』
（
昭
和
四
十
六

年
）
四
一
七
’
四
一
八
頁
。

（
９
）
市
原
輝
士
・
山
本
大
『
香
川
県
の
歴
史
』
県
史
シ
リ
Ｉ
ズ
釘
（
昭

和
四
十
六
年
）
二
○
九
’
一
二
一
頁
。

（
岨
）
香
川
地
方
史
研
究
会
編
『
讃
岐
の
歴
史
』
（
昭
和
五
十
年
）
二
七
○

八
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’
二
七
一
頁
。

（
ｕ
）
洞
爺
村
編
『
洞
爺
村
史
』
（
昭
和
五
十
一
年
）
一
六
二
’
一
六
五
頁
。

ｊ

（
岨
）
四
国
新
聞
社
編
『
讃
岐
人
物
風
景
』
８
（
昭
和
五
十
七
年
）
二
一
五

く

頁
。

（
過
）
直
井
武
久
『
丸
亀
の
歴
史
散
歩
』
（
昭
和
五
十
七
年
）
一
○
一
頁
。

（
ｕ
）
香
川
県
編
『
香
川
県
史
』
第
五
巻
通
史
編
近
代
Ｉ
（
昭
和
六
十

二
年
）
一
三
一
’
一
三
三
頁
。

（
妬
）
丸
亀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
編
丸
亀
市
史
』
２
近
世
編
（
平

成
六
年
）
七
四
七
頁
。

（
岨
）
丸
亀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
編
丸
亀
市
史
』
３
麺
硫
編
（
平

成
八
年
）
二
八
’
三
○
頁
。

（
Ⅳ
）
香
川
県
編
『
香
川
県
史
』
第
十
一
巻
資
料
編
近
代
・
現
代
史
料

Ｉ
（
昭
和
六
十
一
年
）
五
六
’
五
七
頁
。

（
肥
）
「
丸
亀
県
史
・
刑
事
」
国
立
公
文
書
館
蔵
『
愛
媛
県
史
料
』
第
三
十

九
。

（
的
）
「
丸
亀
県
史
・
時
変
」
前
掲
『
愛
媛
県
史
料
』
第
三
十
九
。

（
別
）
「
丸
亀
県
史
・
騒
擾
時
変
原
文
」
前
掲
『
愛
媛
県
史
料
』
第
三
十
九
。

（
皿
）
「
丸
亀
県
史
・
処
刑
原
文
」
前
掲
『
愛
媛
県
史
料
』
第
三
十
九
。

（
犯
）
「
三
十
二
・
丸
亀
県
下
元
丸
亀
藩
士
暴
動
二
付
倉
敷
県
ヨ
リ
捕
亡
手

ヲ
出
張
セ
シ
ム
」
国
立
公
文
書
館
蔵
『
太
政
類
典
』
第
一
編
・
第
八
十

七
巻
・
保
民
・
警
察
三
。

（
羽
）
「
廿
四
・
丸
亀
県
下
動
揺
之
儀
届
」
国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
録
』

辛
未
頸
鉦
期
倉
敷
県
伺
。

（
別
）
「
二
十
・
旧
丸
亀
県
少
参
事
石
川
宗
一
変
死
届
」
国
立
公
文
書
館
蔵

「
公
文
録
』
辛
未
頚
畦
朋
司
法
省
伺
。

（
妬
）
「
第
五
百
二
十
四
号
・
丸
亀
県
伺
同
県
士
族
村
井
八
十
三
郎
外
数
十

名
衆
ヲ
聚
メ
訟
ヲ
構
へ
官
二
抗
シ
タ
ル
等
ノ
件
」
法
務
省
法
務
図
書
館

蔵
『
諸
県
口
書
』
明
治
四
年
・
三
十
六
・
賊
盗
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
資

料
の
存
在
に
最
初
に
気
づ
か
れ
、
注
目
さ
れ
た
の
は
、
今
は
亡
き
恩
師

手
塚
豊
先
生
で
あ
っ
た
。
本
稿
も
、
ま
た
、
拙
稿
「
明
治
四
年
・
伊

賀
農
民
騒
擾
裁
判
関
係
資
料
（
一
）
」
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
『
身
延

論
叢
』
第
一
号
（
平
成
八
年
）
一
四
四
頁
に
記
し
た
よ
う
な
事
情
か
ら
、

先
生
の
御
遺
志
を
引
き
継
ぐ
べ
く
浅
学
非
才
を
も
か
え
り
み
ず
草
し
た

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
法
務
省
法
務
図
書
館
、
国
立
公
文

書
館
、
香
川
県
立
図
書
館
お
よ
び
丸
亀
市
立
図
書
館
な
ど
に
は
、
貴
重

な
資
料
の
閲
覧
に
つ
き
種
々
御
高
配
に
あ
ず
か
っ
た
。
ま
た
、
手
塚
先

生
は
、
御
存
命
中
、
資
料
蒐
集
な
ど
に
つ
い
て
丸
亀
市
の
直
井
武
久
氏

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
と
う
か
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
併
せ
て
、
そ

れ
ら
の
学
恩
に
対
し
、
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
妬
）
新
律
条
例
は
、
明
治
四
年
春
に
編
纂
に
着
手
さ
れ
（
藤
田
弘
道
「
足

柄
裁
判
所
旧
蔵
『
新
律
条
例
』
考
（
一
）
ｌ
改
定
律
例
の
草
案
と
覚

し
き
文
書
に
つ
い
て
ｌ
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
『
法
学
研
牽
聖

第
四
十
六
巻
二
号
〈
昭
和
四
十
八
年
〉
七
四
頁
〔
『
新
律
綱
領
・
改
定

八
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律
例
編
纂
史
』
〈
平
成
十
三
年
〉
一
九
八
頁
〕
）
、
第
一
次
草
案
（
明
治

五
年
八
月
奏
進
）
、
再
校
草
案
（
明
治
五
年
十
月
十
三
日
進
呈
）
、
改
正

浄
書
案
（
明
治
五
年
十
一
月
二
十
八
日
再
進
呈
）
、
最
終
案
（
明
治
六

年
三
月
九
日
以
降
）
を
経
て
、
そ
の
後
、
名
称
を
改
定
律
例
に
改
め
、

明
治
六
年
六
月
十
三
日
、
太
政
官
第
二
百
六
号
布
告
を
も
っ
て
頒
布
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
（
藤
田
弘
道
「
『
公
文
録
』
所
載
『
新
律
条
例
』
考
」

手
塚
豊
編
著
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
Ｉ
〈
昭
和
五
十
六
年
〉
一
六

八
頁
〔
前
掲
『
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
編
纂
史
』
二
七
四
頁
〕
）
が
、

司
法
省
が
、
本
件
の
量
刑
に
利
用
し
た
も
の
が
、
こ
れ
ら
草
案
の
い
ず

れ
か
で
あ
っ
た
の
か
、
司
法
省
指
令
が
そ
の
発
令
年
月
日
を
欠
く
の
で

確
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
掲
の
ご
と
く
指
令
の
文
書
中
に

「
庶
人
二
下
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
明
治
五
年
三
月
二
十
五
日
の

新
律
凡
華
士
族
罪
ヲ
犯
シ
廉
阯
ヲ
破
ル
甚
シ
キ
者
廃
シ
テ
庶
人
卜

為
ス
然
ル
ー
御
政
体
日
進
已
二
華
族
庶
人
互
二
婚
姻
シ
且
華
士
族

ノ
輩
農
商
ノ
業
相
営
候
儀
等
御
差
許
相
成
候
折
柄
独
り
律
上
二
於

テ
ハ
庶
人
ヲ
以
テ
刑
名
ノ
ー
部
二
置
ク
ニ
相
該
リ
甚
不
体
裁
二
相

見
申
候
依
テ
廃
為
庶
人
ノ
刑
名
ヲ
剛
リ
改
テ
除
族
ト
称
シ
名
義
允

当
セ
シ
メ
度
此
段
相
伺
候
也

な
る
司
法
省
伺
に
対
し
、
同
四
月
二
日
の

別
紙
司
法
省
ヨ
リ
刑
名
改
正
ノ
儀
二
付
伺
ノ
趣
熟
議
仕
候
処
至
当

ノ
事
ニ
テ
異
存
無
之
候
事

な
る
左
院
議
案
に
も
と
づ
き
、
同
年
四
月
（
日
欠
）
附
で
（
左
院
議
案

の
日
附
か
ら
考
え
、
二
日
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
、
「
伺
之
通
」
と

「
廃
為
庶
人
」
の
刑
名
を
「
除
族
」
に
変
更
す
る
こ
と
を
認
め
た
太
政

官
指
令
が
発
令
さ
れ
る
（
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』
第
五
十

四
冊
・
刑
法
門
二
・
刑
律
二
〈
明
治
二
十
三
年
〉
二
一
二
頁
）
以
前
の

発
令
に
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
時
期
的
に
み
て
、
そ
れ
に

一
番
近
い
第
一
次
草
案
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
新

律
条
例
は
、
明
治
五
年
八
月
の
「
奏
進
」
以
前
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
と
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
新
律
条
例
を
学
界
に
最
初
に
紹
介
さ
れ

た
藤
田
弘
道
氏
は
、
明
治
五
年
七
月
以
前
の
新
律
条
例
の
適
用
に
つ
い

て
、
次
の
ご
と
く
疑
問
を
呈
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
新
律
綱
領
・
改
定

律
例
編
纂
史
』
二
四
九
頁
）
。

新
律
条
例
は
、
新
律
綱
領
頒
布
後
、
単
行
法
規
の
形
で
出
さ
れ
た

同
法
の
修
正
・
追
加
法
と
新
た
に
起
案
し
た
条
文
を
あ
つ
め
て
一

本
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
条
例
中
の
条
規
に
よ
っ
て
擬
律
し
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
新
律
条
例
に
依
拠
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ
の
修
正
・
追
加
法
が
い

つ
成
立
し
、
そ
れ
が
い
つ
適
用
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
新
律
条
例
の

成
稿
前
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
単
行
の
修
正
・
追
加
法
に
依

拠
し
て
擬
律
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
成
稿
後
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、

新
律
条
例
に
依
拠
し
て
擬
律
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

藤
田
氏
の
提
起
さ
れ
た
問
題
は
、
当
時
の
裁
判
の
実
態
を
解
明
す
る
う

八
七



前
註

（
１
）
資
料
の
翻
刻
に
際
し
、
漢
字
は
、
人
名
等
の
固
有
名
詞
を
の
ぞ
い
て

現
代
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
、
合
字
、
変
体
仮
名
等
に

つ
い
て
も
普
通
の
も
の
に
改
め
た
。
ま
た
、
平
出
、
閾
字
は
、
こ
れ
を

再
現
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
（
）
の
中
は
、
す
べ
て
中
山
の
註
記

で
あ
る
。

え
で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
応
え
う
る
十
分
な
成
案
も
な
い

こ
と
と
て
、
こ
れ
が
検
討
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
と

り
あ
え
ず
本
文
の
ご
と
く
解
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
引
用
す

る
新
律
条
例
の
条
文
は
、
前
掲
・
藤
田
『
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
編
纂

史
』
三
五
五
’
四
三
○
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
第
一
次
草
案
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
す
る
。

（
”
）
「
袖
珍
官
員
録
詞
耗
鎖
月
五
日
改
」
寺
岡
寿
一
編
『
明
治
初
期
の
官
員

録
・
職
員
録
』
第
一
巻
・
改
訂
版
（
昭
和
五
十
四
年
）
四
二
六
頁
。

丸
亀
県
伺
同
県
士
族
村
井
八
十
三
郎
外
数
十
名

多
衆
ヲ
聚
メ
訟
ヲ
構
へ
官
二
抗
シ
タ
ル
等
ノ
件

（
一
）
（
村
井
八
十
三
郎
・
中
村
資
量
刑
指
令
）

多
衆
ヲ
聚
メ
訟
ヲ
構
へ
官
二
抗
ス
ト
錐
モ
良
民
ヲ
擾
害
ス
ル
’
一
至
ラ
サ
ル

者
ノ
首
破
廉
耽
甚
者
ヲ
以
テ
論
シ

園

存
命
ナ
レ
ハ

庶
人
二
下
シ

閥
脚
］
［
囚
幽

准
流
十
年
中
村
彌
吉
郎
關
阿
山

此
分
口
書
ナ
シ
屈
屑
凹
面
Ⅲ
出
面
剛
幽

村
井
八
十
三
郎
等
卜
同

庶
人
二
下
シ

徒
三
年

（
三
）
（
中
村
彌
吉
郎
量
刑
指
令
）

（
二
）
（
森
辨
蔵
量
刑
指
令
）

八
八

圓 森 圓
團圖驚圖圃



（
マ
マ
）

中
村
弥
吉
郎
ノ
従
一
等
ヲ
減
シ

（
マ
マ
）

中
村
弥
吉
郎
ノ
従
一
等
ヲ
減
シ

存
命
ナ
レ
ハ

存
命
ナ
レ
ハ

庶
人
二
下
シ

（
四
）
（
三
好
藤
彌
太
量
刑
指
令
）

庶
人
二
下
シ

（
六
）
（
三
田
三
郎
・
津
坂
昇
平
・
村
井
平
吉
・
小
河
周
平
太
・
杉
本

國
治
郎
・
松
浦
恒
治
郎
・
村
山
達
八
・
西
川
源
太
郎
・
高
林
亥
歳

男
・
石
垣
文
治
郎
量
刑
指
令
）

（
五
）
（
杉
山
盤
治
郎
量
刑
指
令
）

徒
三
年

徒
三
年

三
好
藤
彌
太
南
圏
哩

此
分
口
書
ナ
シ
關
阿
山

雨
Ⅲ
出
面
閣
幽

杉
山
盤
治
郎
、
閏
圏

此
分
口
書
ナ
シ
關
胴
山

雨
圏
出
国
閣
幽

同
囿
圃

閥
囿
圃

（
マ
マ
）

中
村
弥
吉
郎
ノ
従
ニ
シ
テ

情
軽
キ
ヲ
以
テ
ニ
等
ヲ
減
ス

庶
人
二
下
シ

徒
二
年
半

（
七
）
（
高
木
益
治
郎
・
平
井
錦
二
郎
・
津
坂
直
松
・
妻
鹿
豊
治
・
伊

藤
覺
之
丞
・
浅
見
勇
馬
・
清
水
八
郎
・
本
庄
元
太
・
西
川
嘉
平
治
・

金
子
環
三
・
高
木
小
作
・
長
谷
川
祐
一
郎
・
沼
田
竹
三
郎
・
関

清
・
竹
本
康
郎
・
臼
杵
荒
五
郎
量
刑
命
令
） 小

河
周
平
太

杉
本
國
治
郎

三
田
三
郎
團

津
坂
昇
平
同
目
幽

村
井
平
吉

村
山
松
浦
恒
治
郎

西
川
源
太
郎

高
林
亥
歳
男
［
囚
幽

石
垣
文
治
郎
關
阿
山

阿
幽
田
雨
間
圏

八
九
旱二子

坂井

錦
宣二
脇帥

達
八



不
応
為
重
キ
ー
依
り

杖
七
十
破
廉
阯
甚
者

ヲ
以
テ
論
シ

庶
人
｝
一
下

（
八
）
（
林
唯
七
・
藤
村
九
十
九
・
松
原
郁
彦
・
加
治
直
八
・
小
川

五
郎
太
・
伊
藤
傳
・
齊
田
浪
三
・
津
田
東
太
・
村
井
凡
夫
・
三

野
穀
量
刑
指
令
） ス

妻
鹿
豊
治

伊
藤
覺
之
丞

浅
見
勇
馬

清
水
八
郎

本
庄
元
太

西
川
嘉
平
治

金
子
環
三

高
木
小
作

長
谷
川
祐
一
郎

沼
田
竹
三
郎

関
情

竹
本
康
郎
用
閏
哩

臼
杵
荒
五
郎
關
胴
山

雨
圏
出
面
閣
幽

幾万

伊

不
応
為
軽
キ
ー
依
り
答
三
十
閏
刑
二
換
へ

（
九
）
（
伴
節
太
郎
・
百
々
乙
次
郎
・
中
川
渉
・
内
山
新
一
郎
・

岡
田
格
治
郎
・
松
井
一
太
郎
・
入
江
武
・
赤
羽
榮
量
刑
指
令
）

不
応
為
重
キ
ー
依
り
杖
七
十

状
情
軽
キ
者
ニ
ッ
キ
閏
刑
二
換
へ

謹
慎
三
十
日

閉
門
七
十
日

松
井

入
江

赤
羽

岡
田
格
治
郎

百
々
乙
次
郎

中
川
渉

内
山
新
一
郎

伴 九
○

松
原

加
治

小
川

伊
藤

齊
田

津
田

村
井

三
野

圖
圖

節
太
郎

五

凡東浪 郎直郁
殼夫太三傳太八彦團
團

一
太
郎武榮

團圃圖 圃圖



兇
暴
ノ
徒
露
刃
来
リ
迫
ル
其
勢
イ
間
二
髪
ヲ
容
レ
ス
防
禦
ノ
情
緩
ブ
ス
可
ラ

ス
即
時

圖
團

格
闘
殺
死
ス
ル
ャ
夜
故
ナ
ク
人
家
二
入
ル
者
ヲ
殺
ス
ョ
リ
更
二
切
迫
ノ
事

情
顕
然
タ
リ

則
強
盗
ヲ
殺
ス
者
ノ
情
理
二
準
シ

一
家
倶
二
罪
ヲ
犯
ス
卑
幼
ハ
不
論

放
免

（
一
○
）

（
一
一
）

（
一
一
一
）

（
高
木
豊
四
郎
量
刑
指
令
）

（
伴
鹿
治
郎
量
刑
指
令
）

（
出
渕
固
治
郎
外
五
人
量
刑
指
令
）

伴圓
躯

圃圃圓團
圓
圖

家
族
拾
三
人

棒
禄
弐
拾
八
石

（
附
迩 （

一
二
一
）

（
①
明
治
四
年
九
月
五
日
・
村
井
八
十
三
郎
口
書
）

中
村
實
弐
人
口
書

丸
亀
県
士
族
村
井
八
十
三
郎

第
壱目

録当県
士
族

当
県
士
族

九
一

村
井
八
十
三
郎

中
村

村
井
八
十
三
郎

右
口
書

實



申
口私

儀

当
年
四
拾
四
歳
二
候
処
今
五
月
廿
二
三
日
頃
元
軍
防
局
二
お
ゐ
て
此
度
御
改
革

御
趣
意
書
拝
見
被
仰
付
を
以
罷
出
候
処
先
達
而
中
村
彌
吉
郎
中
村
實
森
辨
蔵
等

（
マ
マ
）

も
罷
出
居
弥
吉
郎
発
言
二
者
斯
ク
度
々
節
減
被
仰
付
候
而
者
難
立
行
御
弛
メ
願

出
候
而
者
如
何
哉
之
段
噺
も
有
之
自
分
二
お
ゐ
て
も
近
来
窮
迫
労
以
暗
合
之
事

卜
存
其
後
伴
節
太
郎
方
江
立
越
右
意
味
を
以
歎
願
書
差
出
含
一
一
有
之
段
噺
合
致

候
得
共
当
否
之
答
方
も
無
之
物
別
レ
ニ
相
成
其
後
愚
考
仕
候
ニ
ハ
前
条
願
立
且

節
減
等
之
義
森
辨
蔵
之
考
慮
も
承
り
度
同
人
者
平
常
人
望
も
有
之
者
之
義
二
付

彼
是
及
内
談
度
与
存
候
得
共
其
節
病
気
二
有
之
故
永
井
友
之
丞
を
以
辨
蔵
ヲ
自

宅
江
相
招
と
い
へ
と
も
立
越
呉
不
申
追
々
病
気
も
快
ク
相
成
一
一
付
同
六
月
十
九

日
同
人
方
江
罷
越
前
段
之
委
細
相
談
候
処
御
弛
メ
米
御
差
下
一
一
相
成
候
様
願
出

候
儀
中
村
實
周
旋
を
以
此
節
弐
拾
人
斗
同
志
も
出
来
居
候
段
承
よ
り
宿
志
之
儀

一
一
付
同
意
致
翌
廿
日
途
中
ニ
お
ゐ
て
藤
村
九
十
九
二
出
会
候
処
此
度
御
救
助
願

出
候
趣
右
加
入
之
義
相
談
二
預
リ
ー
ト
通
り
承
知
致
帰
宅
無
間
茂
實
儀
立
越
辨

蔵
ヨ
リ
承
り
候
ハ
與
御
救
助
願
出
之
儀
同
志
之
趣
頃
日
三
野
殼
儀
歎
願
書
草
案

所
持
致
居
候
ヲ
以
今
日
差
出
申
度
貴
様
宅
最
寄
二
も
有
之
故
宿
致
呉
候
様
相
談

（
マ
マ
）

二
付
承
知
致
夕
方
二
至
り
辨
蔵
實
弥
吉
郎
其
他
数
輩
罷
越
候
処
都
而
歎
願
書
も

出
来
居
不
申
紙
筆
貸
シ
呉
候
様
申
出
何
角
談
合
候
得
共
多
人
数
之
事
故
不
相
縮

ヨ
リ
ー
ト
先
土
肥
大
作
江
依
頼
致
シ
可
申
段
相
決
シ
石
垣
文
治
郎
執
筆
二
而
氷
々

之
御
借
増
米
此
度
一
時
ニ
御
差
下
二
相
成
候
様
相
認
ル
ヲ
以
私
儀
衆
二
先
立
大

作
方
江
立
越
候
処
佐
々
秀
治
郎
方
江
罷
越
居
候
様
子
二
付
直
様
同
人
宅
江
立
越
大

作
江
及
面
会
右
紙
面
を
以
周
旋
二
預
リ
度
段
申
入
候
処
自
分
義
当
県
官
員
二
無

之
如
何
之
訳
二
候
哉
右
者
県
庁
江
被
願
出
候
義
可
然
哉
卜
被
答
候
二
付
私
よ
り

当
御
官
員
二
無
之
義
ハ
未
タ
承
知
不
仕
日
々
御
出
庁
有
之
且
ハ
前
年
ヨ
リ
之
御

懇
意
労
以
御
鎚
申
度
御
借
増
米
永
々
相
続
キ
居
候
上
御
趣
意
ト
ハ
乍
申
此
度
猶

又
節
減
被
仰
付
一
同
之
難
渋
尤
卜
被
存
候
哉
ト
申
入
候
処
大
作
答
二
成
程
御
難

渋
ハ
御
尤
と
被
申
候
二
付
尤
と
被
思
召
候
得
者
何
分
二
茂
御
頼
申
度
と
申
入
候

処
答
二
永
々
之
御
借
増
米
速
茂
一
時
御
差
下
杯
と
申
儀
者
出
来
申
間
敷
或
者
二

三
年
分
二
而
も
宜
候
哉
と
被
申
候
二
付
私
ヨ
リ
左
様
ニ
御
座
候
多
分
之
義
二
付

一
時
御
差
下
と
ハ
不
被
申
如
何
様
成
と
も
御
都
合
次
第
二
而
可
然
事
二
御
座
候

同
人
被
申
候
二
者
成
否
ハ
兎
も
ア
レ
大
作
江
御
頼
之
義
二
候
得
者
一
卜
周
旋
致

シ
見
可
申
と
被
答
候
二
付
相
頼
置
一
同
退
散
同
二
日
同
志
之
者
と
も
自
宅
江
相

（
マ
マ
）

会
候
中
中
村
弥
吉
郎
平
井
錦
二
郎
等
大
作
方
江
立
越
過
日
之
件
如
何
御
周
旋
も

被
下
候
哉
一
同
八
十
三
郎
宅
江
集
会
居
候
間
御
答
承
り
度
と
申
入
候
由
之
処
右

様
之
義
二
候
ハ
與
此
方
よ
り
可
及
返
答
と
の
事
二
而
罷
帰
り
候
中
大
作
ヨ
リ
右

両
人
江
紙
面
を
以
知
事
様
御
手
許
江
両
三
輩
罷
出
候
様
之
報
知
有
之
津
坂
昇
平
中

（
マ
マ
）

村
実
森
辨
蔵
等
御
住
居
江
罷
出
候
処
知
事
様
直
二
御
逢
も
被
為
在
段
被
申
聞
由

二
而
私
茂
立
越
候
様
申
来
を
以
罷
出
四
人
相
揃
拝
謁
仕
候
処
此
度
願
立
之
義
委

細
家
令
と
も
江
申
付
有
之
候
二
付
可
承
合
旨
被
仰
聞
御
家
令
加
藤
修
造
ヨ
リ
右

願
出
之
儀
表
立
県
庁
江
差
出
候
而
者
知
事
様
ニ
お
ゐ
て
甚
汗
顔
之
至
一
一
被
思
召

依
而
者
家
禄
之
中
ヨ
リ
御
救
助
被
仰
付
行
足
り
不
申
時
者
御
手
道
具
迄
御
払
之

上
御
救
助
被
仰
付
候
様
被
申
聞
ヨ
リ
右
様
立
至
り
候
而
者
恐
入
次
第
尚
相
退
キ

示
談
可
仕
与
申
置
退
散
一
同
私
宅
江
相
会
居
候
儀
二
付
右
之
段
相
段
シ
候
処
根
元

九
二



右
様
成
行
候
様
大
作
江
相
頼
候
義
二
者
無
之
被
是
齪
酪
仕
候
故
今
一
応
同
人
方
江

（
マ
マ
）

立
越
可
相
尋
様
決
議
仕
昇
平
辨
蔵
実
私
倶
々
罷
越
候
処
小
河
周
平
太
村
井
凡
夫

等
先
達
而
立
越
種
々
談
判
二
付
一
席
二
相
加
リ
私
よ
り
此
程
御
依
頼
申
置
候
都

合
如
何
之
御
周
旋
二
候
哉
今
日
知
事
様
江
罷
出
候
様
御
返
辞
一
一
付
罷
出
候
処
御

直
御
逢
も
被
為
在
此
度
願
立
之
義
家
令
共
ヨ
リ
可
承
様
御
意
有
之
加
藤
修
造
ヨ

リ
彼
是
諭
解
有
之
極
難
渋
二
候
得
者
御
手
道
具
二
而
も
御
払
之
上
御
世
話
可
被

下
と
の
御
事
右
様
之
御
儀
二
而
者
頂
戴
不
被
仕
如
何
之
御
都
合
二
候
哉
と
相
尋

候
処
右
者
県
庁
よ
り
之
御
差
下
ハ
甚
六
ツ
ケ
敷
候
故
御
家
令
江
及
内
談
候
処
何

と
飲
評
議
も
有
之
様
子
二
付
前
件
御
掛
合
二
お
よ
ひ
候
只
今
之
御
噺
二
而
者
御

気
之
毒
二
付
一
応
石
川
少
参
事
江
相
談
之
上
周
旋
致
シ
見
可
申
と
被
答
候
得
共

前
条
行
違
之
義
も
有
之
兎
哉
角
談
判
中
昇
平
ヨ
リ
私
江
申
候
一
一
者
御
周
旋
被
下

と
の
儀
二
付
引
取
候
而
者
如
何
哉
と
申
故
一
同
罷
帰
り
同
廿
四
日
大
作
よ
り
紙

面
を
以
此
程
御
内
談
之
義
乍
不
及
猶
又
周
旋
致
シ
候
処
当
盆
前
二
者
些
少
タ
リ

と
も
御
所
置
御
座
候
処
江
漸
ク
相
連
候
二
付
石
川
少
参
事
江
も
一
応
被
申
入
出
願

一
一
お
よ
ひ
候
様
申
来
ヲ
以
同
志
江
も
申
通
シ
且
前
条
御
下
金
県
庁
ヨ
リ
者
六
ツ

ケ
敷
様
被
申
聞
居
只
今
二
至
り
相
運
候
筋
ハ
如
何
哉
と
昇
平
倶
々
示
談
又
々
大

作
方
江
罷
越
此
程
県
庁
よ
り
御
差
下
金
六
ツ
ケ
敷
様
被
申
聞
此
度
相
調
候
義
者

如
何
哉
卜
相
尋
候
処
同
人
答
二
県
庁
ヨ
リ
御
下
金
六
ツ
ケ
敷
候
得
共
御
家
禄
よ

り
御
救
助
ハ
頂
戴
不
仕
と
の
御
事
故
此
度
節
減
禄
米
拝
借
伺
出
有
之
右
ヲ
引
当

盆
前
二
差
下
候
儀
二
候
尤
伺
中
之
義
二
付
御
一
同
江
御
噺
者
無
用
と
被
申
聞
ヨ

リ
承
服
帰
宅
之
上
同
夜
浅
見
勇
馬
三
野
殼
私
倶
々
石
川
氏
江
罷
越
兼
而
歎
願
之

件
々
依
頼
シ
積
年
之
御
借
増
米
一
時
御
下
ヶ
欺
如
何
之
御
評
議
振
り
や
承
度
同

志
之
者
も
相
扣
居
候
間
御
答
二
預
リ
度
と
申
入
候
処
右
者
大
作
よ
り
如
何
相
答

有
之
欺
者
不
存
候
得
共
別
二
県
庁
ヨ
リ
可
下
渡
金
穀
も
無
之
此
度
節
減
高
之
内

相
弛
メ
候
外
手
段
も
無
之
是
以
当
時
伺
中
之
義
ニ
付
知
事
様
思
召
次
第
と
被
申

尚
茂
兎
哉
角
相
尋
候
得
共
決
答
無
之
不
得
止
引
取
一
同
江
及
演
舌
候
処
彌
吉
郎

其
他
之
者
共
大
二
不
服
之
体
二
而
私
共
石
川
氏
江
之
引
合
口
手
緩
キ
様
申
立
是

非
と
も
当
夜
中
決
答
可
承
帰
杯
と
荒
々
敷
申
合
同
家
江
多
人
数
立
越
候
二
付
萬

一
暴
言
等
相
発
シ
候
而
者
不
相
済
義
と
存
込
松
原
郁
彦
藤
村
九
十
九
小
川
五
郎

太
等
年
高
之
者
為
念
立
越
貰
ひ
候
処
格
別
之
儀
無
之
様
子
二
而
罷
帰
り
続
而
彌

吉
郎
等
も
罷
帰
リ
明
日
中
二
決
答
有
之
筈
承
り
申
候
翌
廿
五
日
林
唯
七
宅
江
相

会
候
処
石
川
氏
よ
り
彌
吉
郎
私
江
紙
面
ヲ
以
昨
夜
被
申
出
之
事
件
周
旋
可
致
一
一

付
表
立
県
庁
江
出
願
二
及
候
様
被
申
越
よ
り
兼
而
之
草
案
を
以
昇
平
倶
々
大
作

方
江
持
参
右
二
而
宜
哉
と
内
談
二
お
よ
ひ
候
処
連
名
者
不
都
合
且
貧
窮
之
不
同

も
有
之
候
得
者
文
意
認
替
各
名
二
而
差
出
可
然
旨
被
申
聞
ヨ
リ
自
分
考
を
以
各

名
書
之
義
申
談
候
得
共
一
同
不
服
二
付
石
垣
文
治
郎
清
書
致
シ
連
名
歎
願
書
を

以
同
夜
及
深
更
同
人
ヨ
リ
県
庁
江
差
出
同
廿
六
日
土
岐
群
蔵
ヨ
リ
被
呼
立
罷
越

候
処
知
事
様
御
内
命
之
趣
を
以
当
盆
前
二
者
御
含
之
筋
も
被
為
在
候
段
被
申
聞

ヨ
リ
御
含
と
申
候
而
も
善
悪
有
之
如
何
之
筋
二
候
哉
と
相
尋
候
処
悪
敷
事
二
者

（
マ
マ
）

有
之
間
敷
与
被
申
聞
ヨ
リ
罷
帰
リ
右
之
段
実
勇
馬
辨
蔵
彌
吉
郎
等
噺
合
貴
様
方

も
為
念
同
人
方
賦
或
者
大
塚
一
格
宅
江
立
越
承
り
置
呉
度
段
申
通
同
廿
七
日
唯
七

方
江
相
会
シ
御
下
金
二
相
成
壱
人
前
二
五
拾
壱
両
ト
拾
匁
宛
割
賦
仕
罷
在
同
七

月
十
日
私
宅
二
お
ゐ
て
相
謹
可
罷
在
様
御
達
も
有
之
候
得
共
存
当
無
之
儀
二
付

夕
方
隣
家
昇
平
方
江
示
談
と
し
て
立
越
候
処
同
人
江
も
同
断
御
達
有
之
相
謹
居
可
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然
段
被
申
聞
ヨ
リ
罷
帰
り
居
候
処
彌
吉
郎
罷
越
何
ソ
御
達
振
無
之
哉
自
分
ニ
ハ

云
々
今
日
之
御
達
振
り
此
侭
御
請
難
出
来
既
先
達
而
土
岐
群
蔵
ヨ
リ
当
盆
前
二

者
御
含
之
筋
被
為
在
段
承
り
其
瑚
御
含
と
申
而
も
自
然
善
悪
有
之
ヨ
リ
押
方
二

お
よ
ひ
候
処
悪
敷
事
二
者
有
之
間
敷
と
被
申
聞
居
候
処
前
条
之
次
第
二
付
労
以

同
人
方
江
立
越
相
尋
候
而
者
如
何
哉
と
相
談
二
預
リ
暗
合
之
儀
二
候
得
共
馴
意

底
違
之
義
も
有
之
ヨ
リ
其
場
程
能
申
答
置
再
上
昇
平
方
江
立
越
道
筋
一
一
而
周
平

太
二
行
逢
倶
々
罷
越
候
処
彌
吉
郎
義
先
達
而
昇
平
方
江
立
越
前
同
断
之
様
子
何

分
御
達
之
筋
疑
惑
仕
ヲ
以
群
蔵
方
江
立
越
可
承
合
と
一
決
仕
私
儀
者
病
人
有
之

一
卜
先
帰
宅
之
上
取
後
レ
同
人
方
江
立
越
候
処
多
人
数
罷
越
居
群
蔵
不
快
之
様

子
二
候
得
共
押
而
面
会
御
達
之
始
終
相
尋
候
得
共
同
人
義
者
非
役
二
而
都
而
不

存
趣
前
条
御
含
之
義
ハ
御
内
命
を
以
及
演
舌
ニ
付
委
細
不
相
心
得
此
儀
者
自
分

壱
人
二
而
も
無
之
大
塚
一
格
も
同
様
相
蒙
リ
居
候
故
同
人
方
江
罷
出
可
申
跡
よ

り
参
上
可
致
段
被
申
聞
大
河
内
寛
蔵
方
江
も
立
寄
り
夫
ヨ
リ
大
塚
氏
江
罷
越
居
候

中
群
蔵
寛
蔵
等
も
立
越
呉
候
得
共
何
し
茂
御
達
之
筋
不
存
趣
一
格
ヨ
リ
者
多
人

数
被
立
越
候
而
者
迷
惑
之
段
被
申
聞
ヨ
リ
不
得
止
一
同
引
取
下
馬
所
二
お
ゐ
て

土
肥
氏
江
罷
出
相
尋
候
ハ
弘
前
段
周
旋
も
致
シ
呉
居
候
義
一
一
付
芳
以
相
分
り
可

（
マ
マ
）

申
哉
と
談
合
直
様
立
越
尤
私
儀
者
柳
取
後
し
同
所
門
前
江
立
越
候
処
三
好
藤
弥

太
等
衆
二
先
立
取
次
所
二
お
ゐ
て
声
高
二
談
論
二
相
及
候
ヨ
リ
如
何
哉
と
相
気

道
居
候
折
柄
玄
関
よ
り
抜
剣
二
而
切
出
即
死
手
負
等
も
有
之
私
儀
も
凌
キ
兼
混

（
マ
マ
）

雑
中
鞘
走
り
致
馴
疵
仕
候
狼
狽
中
藤
弥
太
ヨ
リ
抜
掛
候
而
相
発
シ
候
哉
篤
与
身

留
メ
付
不
申
候
得
共
同
人
儀
者
動
モ
ス
レ
ハ
抜
剣
致
候
儀
も
有
之
趣
且
同
志
之

（
マ
マ
）

者
ヲ
及
切
害
杯
発
言
致
候
義
も
有
之
平
常
之
行
状
を
以
相
考
候
得
者
多
分
藤
弥

太
ヨ
リ
相
発
シ
可
申
哉
余
二
存
当
り
無
之
根
元
謹
中
之
義
ニ
付
隠
密
二
可
申
出

筈
之
処
右
等
荒
々
敷
申
募
り
候
ヨ
リ
前
件
之
次
第
此
節
同
人
ヲ
相
恨
ム
而
已
二

御
座
候
然
ル
ー
困
窮
即
餓
二
も
相
及
候
得
者
右
之
段
願
出
候
時
者
夫
形
之
御
評

議
ヲ
被
為
遂
願
之
通
窮
迫
二
相
違
無
之
候
得
者
御
憐
仙
も
可
被
仰
付
筈
之
処
右

（
マ
マ
）

者
全
ク
俄
然
ト
差
迫
り
候
迄
二
も
無
御
座
私
井
彌
吉
郎
辨
蔵
実
等
申
合
発
端
仕

遂
二
多
人
数
二
相
及
尤
私
共
報
動
仕
候
義
二
者
無
御
座
自
然
願
出
よ
り
不
得
止

差
加
へ
候
ト
ハ
乍
申
最
初
考
慮
も
可
仕
筈
加
之
私
宅
ニ
お
ゐ
て
度
々
宿
仕
夜
中

を
も
不
顧
多
人
数
相
揃
士
肥
大
作
石
川
少
参
事
宅
江
屡
々
立
越
弁
論
等
も
荒
々

敷
仕
且
連
署
歎
願
不
可
然
段
被
申
聞
居
候
も
不
揮
深
更
一
一
及
県
庁
江
差
出
其
他

重
キ
御
達
書
拝
命
乍
仕
私
宅
ヲ
立
出
諸
所
奔
走
終
二
大
作
方
江
罷
出
隠
便
一
一
可

申
入
筈
之
処
取
次
所
二
お
ゐ
て
応
接
中
暴
言
争
論
ヲ
仕
懸
ヶ
候
よ
り
双
方
剣
撃

二
立
至
り
深
ク
県
庁
江
御
苦
労
相
備
へ
罷
在
段
勿
論
同
夜
大
作
義
ヲ
斬
殺
二
及

所
存
二
而
予
メ
結
約
仕
置
候
儀
ニ
ハ
萬
々
無
御
座
候
得
共
前
件
之
次
第
私
共
不

心
得
よ
り
右
様
立
至
候
段
実
以
不
奉
揮
上
ヲ
仕
業
今
更
先
非
後
悔
一
言
之
申
披

無
御
座
奉
恐
入
候

一
被
仰
聞
候
二
者
右
一
卜
通
之
義
申
出
候
得
共
全
ク
右
様
二
而
者
有
間
敷
去

ル
六
月
中
旬
以
来
数
拾
人
語
合
歎
願
二
事
寄
セ
土
肥
大
作
石
川
少
参
事
等
宅
江

屡
々
多
人
数
罷
越
相
迫
り
萬
一
願
筋
聞
届
之
周
旋
も
致
不
呉
時
者
右
両
人
者
不

及
申
二
当
時
之
官
員
を
も
及
暗
殺
終
二
者
県
庁
江
も
可
及
暴
挙
段
予
メ
約
定
可

有
之
且
七
月
十
日
重
キ
御
達
書
拝
命
を
も
不
顧
同
夜
諸
所
奔
走
終
二
大
作
方
江

立
越
候
義
者
同
人
ヲ
暗
殺
二
お
よ
ひ
置
脱
走
等
可
致
所
存
二
有
之
と
い
へ
と
も

即
死
手
負
等
も
有
之
ヲ
幸
ト
申
立
且
自
分
儀
鞘
走
リ
ヲ
以
疵
仕
杯
是
又
右
様
二
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当
県
士
族中

村
實申口

俸
禄
拾
四
石

私
儀

当
年
四
拾
歳
二
罷
成
家
族
九
人
一
一
テ
相
暮
シ
居
候
処
当
六
月
最
初
之
頃
中
村

（
マ
マ
）

弥
吉
郎
私
宅
ェ
立
越
積
年
御
借
米
モ
相
続
キ
且
此
度
減
禄
被
仰
付
候
義
一
一
付

少
々
タ
リ
共
御
下
金
被
仰
付
候
様
歎
願
申
出
候
而
ハ
如
何
二
有
之
候
哉
之
段
相

者
有
間
敷
多
分
抜
剣
を
以
先
方
江
も
深
手
ヲ
為
負
居
候
二
者
相
違
有
間
敷
不
包

置
有
体
二
申
出
候
様
再
三
厳
敷
御
詰
問
被
仰
付
候
得
共
全
以
御
不
審
之
ヶ
条
毛

頭
覚
無
御
座
候
此
上
幾
重
被
召
出
御
吟
味
被
仰
付
候
而
も
余
二
可
申
上
儀
無
御

座
右
達
々
実
正
二
御
座
候
然
ル
上
ハ
右
科
を
以
如
何
様
当
罰
被
仰
付
候
而
も
申

披
無
御
座
奉
恐
入
誤
候
以
上

明
治
四
年
辛
未
村
井
八
十
三
郎

九
月
五
日
花
押

県
庁

御
中

（
②
明
治
四
年
九
月
五
日
・
中
村
實
口
書
）

談
二
預
リ
私
義
二
於
テ
モ
兼
テ
相
含
居
候
義
二
付
早
速
同
意
之
段
相
答
置
其
後

村
井
八
十
三
郎
伴
節
太
郎
方
ェ
立
越
前
件
願
出
之
逐
一
相
談
シ
候
赴
ニ
テ
妻
鹿

（
マ
マ
）

豊
治
ヲ
以
私
方
迄
右
之
段
申
越
尚
又
八
十
三
郎
モ
同
断
私
宅
エ
罷
越
弥
吉
郎
ト

談
判
仕
候
通
之
相
談
二
預
リ
是
又
同
様
相
答
ェ
置
其
後
杉
山
盤
治
郎
方
エ
罷
越

三
野
殻
ェ
前
件
之
逐
一
申
入
同
人
之
意
見
ヲ
モ
伺
呉
レ
候
様
相
頼
候
処
同
人
義

モ
同
意
二
有
之
段
申
越
シ
其
後
新
掘
二
於
テ
高
木
小
作
二
出
逢
候
二
付
是
又
同

様
相
談
シ
置
キ
夫
ヨ
リ
毅
方
エ
モ
立
越
候
処
伊
藤
傳
藤
村
九
十
九
両
人
罷
越
談

判
中
ニ
テ
私
ヨ
リ
モ
尚
又
前
条
之
委
細
談
合
仕
置
其
後
外
用
モ
有
之
石
垣
文
治

（
マ
マ
）

郎
方
ェ
立
越
前
件
弥
吉
郎
八
十
三
郎
等
卜
談
合
仕
候
義
ヲ
以
申
通
候
得
共
同
人

義
ハ
尚
考
合
可
致
段
相
答
同
意
仕
候
哉
否
之
義
ハ
返
答
二
不
及
シ
テ
双
方
相
分

し
同
廿
日
村
井
八
十
三
郎
方
二
於
テ
ー
同
集
会
致
候
二
付
参
席
仕
候
筈
一
一
テ
森

辨
蔵
卜
同
行
罷
越
候
処
石
垣
文
治
郎
平
井
錦
二
郎
等
既
二
先
キ
立
チ
テ
参
席
致

居
追
々
多
人
数
相
集
リ
色
々
評
議
仕
候
中
一
先
土
肥
大
作
方
エ
罷
出
内
向
相
頼

可
申
段
一
決
仕
同
夜
大
作
方
ェ
立
越
候
処
佐
々
秀
治
郎
方
ェ
立
越
候
留
守
ニ
テ

即
様
秀
治
郎
方
ェ
迄
罷
出
面
会
ヲ
遂
ヶ
八
十
三
郎
ヨ
リ
彼
是
及
談
判
候
処
積
年

御
借
増
米
卜
申
候
テ
モ
莫
大
之
義
ニ
テ
ー
時
御
下
渡
二
相
成
候
様
申
出
候
テ
モ

仲
々
六
ヶ
敬
可
有
之
尤
大
作
ヲ
見
込
ミ
御
頼
出
之
儀
二
候
得
ハ
ニ
三
ヶ
年
分
丈

ケ
ニ
テ
モ
成
否
ハ
兎
モ
角
周
旋
致
見
呉
レ
候
段
被
申
候
二
付
一
同
ヨ
リ
モ
厚
ク

相
頼
ミ
置
帰
足
仕
候
同
廿
一
日
松
原
郁
彦
方
ェ
立
越
候
処
同
人
義
ハ
留
守
ニ
テ

（
マ
マ
）

家
族
之
者
ェ
右
大
作
方
ェ
頼
出
候
始
末
相
談
シ
置
罷
帰
申
候
其
外
杉
本
国
治
郎

（
マ
マ
）

三
田
三
郎
津
坂
昇
平
伊
藤
覺
之
丞
関
清
西
川
嘉
平
次
竹
本
康
郎
百
々
乙
次
郎
中

川
渉
西
川
源
太
郎
長
谷
川
祐
一
郎
高
木
益
治
郎
村
山
達
八
等
或
ハ
途
中
二
於
テ

九
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行
逢
或
者
私
宅
エ
罷
越
前
件
願
立
有
之
人
数
之
中
ェ
相
加
呉
レ
度
段
達
々
頼
出

候
ヨ
リ
右
為
会
議
八
十
三
郎
方
エ
ー
同
相
集
リ
居
候
故
同
人
方
ェ
罷
出
可
申
段

相
答
申
候
同
廿
二
日
八
十
三
郎
方
ェ
相
集
リ
大
作
方
ヨ
リ
返
答
モ
可
有
之
事
ト

相
侍
居
候
得
共
何
等
ノ
報
知
モ
無
之
候
二
付
八
十
三
郎
錦
二
郎
右
為
催
促
大
作

（
マ
マ
）

方
エ
罷
越
候
処
後
刻
迄
二
返
答
二
及
ビ
可
申
段
承
り
帰
足
仕
追
而
三
両
輩
知
事

様
御
住
居
エ
罷
出
候
様
紙
面
ヲ
以
懸
合
越
シ
候
二
付
私
井
二
津
坂
昇
平
森
辨
蔵

御
住
居
エ
迄
罷
出
候
処
知
事
様
御
逢
被
仰
付
候
赴
二
付
三
人
一
一
テ
拝
謁
仕
候
テ

ハ
不
都
合
之
至
ト
奉
存
候
而
八
十
三
郎
ヲ
呼
寄
四
人
連
坐
ヲ
以
拝
顔
仕
知
事
様

井
二
御
家
令
中
之
御
演
舌
ヲ
承
り
帰
席
仕
候
処
先
夜
大
作
ェ
相
頼
候
義
ト
ハ
大

一
一
相
違
仕
候
故
尚
又
同
人
方
江
罷
出
八
十
三
郎
ヨ
リ
談
判
二
及
候
処
石
川
少
参

事
エ
モ
示
談
之
上
最
一
応
周
旋
可
致
段
返
答
有
之
帰
足
仕
候
同
廿
三
日
八
十
三

郎
宅
エ
ー
同
相
揃
終
日
会
議
仕
候
而
他
出
不
仕
同
廿
四
日
八
十
三
郎
方
ェ
集
合

仕
居
候
処
大
作
ヨ
リ
石
川
少
参
事
方
ェ
罷
出
承
り
合
候
様
懸
合
越
候
二
付
村
井

八
十
三
郎
三
野
穀
浅
見
勇
馬
等
参
越
仕
帰
足
之
上
右
三
人
申
候
ニ
ハ
石
川
少
参

（
マ
マ
）

事
二
於
テ
モ
此
度
之
事
件
ハ
重
大
之
義
ニ
テ
知
事
様
ェ
相
伺
候
上
ナ
ラ
デ
ハ
独

断
二
難
決
兎
角
明
朝
成
否
返
答
二
可
及
様
被
申
聞
候
赴
ヲ
以
委
細
宜
敷
相
頼
置

（
マ
マ
）

候
段
中
村
弥
吉
郎
大
二
憤
激
仕
右
三
人
之
談
判
口
手
緩
キ
様
申
立
是
非
共
決
答

可
承
段
頻
二
申
募
り
候
ヨ
リ
私
義
モ
同
意
仕
清
水
八
郎
村
井
凡
夫
林
唯
七
平
井

（
マ
マ
）

錦
二
郎
村
井
平
吉
高
木
益
治
郎
杉
本
国
治
郎
杉
山
盤
治
郎
妻
鹿
豊
治
三
田
三
郎

（
マ
マ
）

伊
藤
覚
之
丞
津
坂
直
松
等
共
々
同
夜
四
シ
半
頃
石
川
少
参
事
ェ
重
子
テ
罷
越
シ

（
マ
マ
）

弥
吉
郎
ヨ
リ
荒
々
敷
成
否
承
り
度
段
相
迫
候
得
共
知
事
様
ェ
相
伺
不
申
テ
ハ

（
マ
マ
）

決
シ
テ
返
答
二
難
被
及
段
被
申
切
候
ヨ
リ
弥
吉
郎
弥
増
高
声
ニ
テ
種
々
弁
論
仕

候
場
合
松
原
郁
彦
外
輪
エ
私
義
ヲ
呼
出
シ
石
川
少
参
事
二
於
テ
モ
周
旋
致
シ
呉

レ
候
様
被
申
候
義
二
付
何
分
一
同
ヲ
催
促
致
シ
当
夜
ハ
帰
足
仕
候
様
被
申
聞
右

之
段
ヲ
以
相
進
メ
帰
足
仕
候
同
廿
五
日
林
唯
七
方
ェ
集
会
仕
八
十
三
郎
等
大
作

方
エ
罷
越
帰
足
之
上
銘
々
区
別
書
ヲ
以
歎
願
指
出
候
様
申
候
得
共
折
角
是
迄
一

同
共
々
取
扱
来
候
義
二
付
今
更
相
分
し
候
モ
至
極
残
念
之
義
ニ
テ
矢
張
連
名
ヲ

以
指
出
可
申
段
一
決
仕
同
夜
石
垣
文
治
郎
等
県
庁
ェ
指
出
候
同
廿
七
日
御
下
金

二
相
成
候
赴
二
候
得
共
私
義
ハ
病
気
二
有
之
得
出
会
不
仕
同
夜
三
田
三
郎
ヨ
リ

配
分
金
五
拾
壱
両
卜
拾
匁
持
参
致
シ
呉
レ
受
取
申
候
処
同
七
月
十
日
私
宅
二
於

相
謹
罷
在
候
様
之
御
達
書
拝
見
仕
其
節
折
柄
平
井
錦
二
郎
私
宅
ェ
罷
越
居
候
場

合
ニ
テ
同
人
エ
モ
相
示
シ
先
達
御
下
金
二
相
成
候
節
モ
御
家
令
中
ヨ
リ
御
内
命

之
赴
モ
被
申
聞
候
義
モ
有
之
候
得
ハ
如
何
之
訳
ヲ
以
斯
ク
被
仰
付
候
哉
疑
惑
仕

候
段
相
談
シ
合
イ
錦
二
郎
モ
帰
宿
仕
追
而
夜
分
二
至
り
八
十
三
郎
方
二
於
テ
集

会
有
之
由
申
来
リ
候
ヲ
以
テ
罷
出
候
二
付
同
行
可
仕
様
錦
二
郎
平
吉
等
私
宅
ェ

（
マ
マ
）

立
越
候
故
即
刻
同
行
ヲ
以
罷
越
ス
道
ニ
テ
土
岐
郡
蔵
方
ェ
立
越
候
赴
承
り
同
人

（
マ
マ
）

方
エ
罷
出
御
達
書
相
示
シ
如
何
之
訳
ヲ
以
斯
ク
被
仰
付
候
哉
相
尋
候
得
共
郡
蔵

義
モ
総
而
存
知
不
仕
由
ニ
テ
大
塚
一
格
方
ェ
罷
出
可
申
追
而
参
席
可
致
段
被
申

間
同
家
ヲ
立
出
大
河
内
寛
蔵
方
エ
モ
立
寄
り
大
塚
ェ
迄
罷
出
候
処
一
格
モ
在
宿

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

追
々
右
郡
蔵
寛
蔵
小
野
二
郎
等
モ
参
会
仕
八
十
三
郎
ヨ
リ
彼
是
談
判
二
及
ビ
候

得
共
相
分
り
不
申
一
同
引
取
下
馬
所
二
於
テ
大
作
方
ェ
罷
出
相
尋
可
申
段
決
議

（
マ
マ
）

仕
即
様
立
越
申
候
処
三
好
藤
弥
太
等
衆
二
先
チ
取
次
所
二
於
テ
声
高
ク
争
論
二

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

相
及
ビ
居
候
中
何
歎
響
音
仕
候
ト
即
刻
玄
関
ヨ
リ
抜
剣
ニ
テ
切
出
私
義
モ
凌
ギ

（
マ
マ
）

兼
深
手
ヲ
相
負
狼
狽
中
藤
弥
太
ヨ
リ
先
方
二
先
シ
抜
懸
ヶ
候
而
相
発
候
哉
篤
ト

九
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見
留
相
付
キ
不
申
候
得
共
根
元
謹
中
之
義
隠
密
二
可
申
入
筈
ヲ
右
等
荒
々
敷
申

（
マ
マ
）

出
候
位
之
義
二
付
多
分
藤
弥
太
抜
剣
仕
候
ヨ
リ
相
発
可
申
欺
卜
存
申
候
然
一
一
困

（
マ
マ
）

窮
即
餓
ニ
モ
相
及
ビ
候
得
ハ
右
之
段
願
出
候
時
ハ
御
評
議
ヲ
被
為
遂
願
之
通
相

（
マ
マ
）

違
無
之
候
得
（
御
憐
伽
モ
可
被
仰
付
筈
之
処
右
ハ
全
ク
俄
然
ト
指
迫
候
迄
ニ
モ

（
マ
マ
）

無
御
座
候
二
私
井
二
中
村
弥
吉
郎
村
井
八
十
三
郎
森
辨
蔵
等
申
合
発
端
仕
終
二

（
マ
マ
）

多
人
数
二
相
及
ビ
尤
私
共
煽
動
仕
相
発
候
義
ニ
ハ
毛
頭
無
御
座
自
然
頼
出
候
ヨ

リ
不
得
已
指
加
ェ
候
ト
ハ
乍
申
当
初
考
合
モ
可
仕
筈
不
而
已
追
々
諸
所
二
於
テ

度
々
集
会
仕
夜
中
ヲ
モ
不
顧
多
人
数
相
揃
土
肥
大
作
石
川
少
参
事
等
宅
エ
腫
々

立
出
弁
論
等
モ
荒
々
敷
押
シ
移
り
且
連
署
歎
願
書
指
出
候
節
モ
同
断
深
更
二
相

（
マ
マ
）

及
ビ
同
七
月
十
日
私
宅
二
於
相
謹
罷
在
候
様
と
の
御
達
シ
拝
見
乍
仕
同
夜
私

宅
ヲ
立
出
大
塚
土
岐
ノ
両
氏
ェ
立
寄
り
終
二
多
人
数
ヲ
以
土
肥
大
作
方
エ
罷
出

（
マ
マ
）

懇
々
隠
便
二
可
申
入
筈
之
処
取
次
所
二
於
テ
応
接
中
藤
弥
太
等
暴
言
争
論
ヲ
仕

懸
ヶ
候
ヨ
リ
遂
二
双
方
剣
撃
二
立
至
リ
私
義
モ
深
手
ヲ
相
負
其
余
即
死
手
負
等

出
来
一
時
騒
擾
ヲ
引
起
シ
深
ク
県
庁
ェ
御
苦
労
相
掛
ヶ
罷
在
段
勿
論
同
夜
大
作

（
マ
マ
）

義
ヲ
切
害
二
及
ブ
所
存
ニ
テ
予
シ
メ
結
約
仕
置
候
義
ニ
ハ
萬
々
無
御
座
候
得
共

根
元
私
共
之
不
心
得
ヨ
リ
右
様
立
至
候
段
不
揮
上
仕
業
今
更
先
非
後
悔
一
言
之

申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

一
被
仰
聞
候
ニ
ハ
右
一
卜
通
之
義
申
出
候
得
共
全
ク
右
様
ニ
テ
ハ
有
之
間
敷

去
ル
六
月
中
旬
以
来
数
拾
人
語
合
セ
歎
願
二
事
寄
セ
土
肥
大
作
石
川
少
参
事
等

宅
ェ
屡
多
人
数
罷
越
相
迫
り
萬
一
願
筋
聞
届
之
周
旋
モ
致
シ
不
呉
時
ハ
右
両
人

ハ
不
及
申
当
路
之
官
員
ヲ
モ
及
切
害
終
ニ
ハ
県
庁
エ
モ
可
及
暴
挙
段
予
シ
メ
結

約
致
シ
可
有
之
且
七
月
十
日
夜
私
宅
二
於
テ
相
謹
可
罷
在
筈
之
処
同
夜
諸
所
奔

走
シ
終
二
土
肥
大
作
方
ェ
立
越
候
義
者
最
初
ヨ
リ
同
人
ヲ
暗
殺
二
及
上
置
脱
走

致
ス
所
存
二
可
有
之
不
包
置
有
体
二
申
出
候
様
再
三
厳
敷
御
詰
問
被
仰
付
候
得

共
全
ク
以
御
不
審
之
ヶ
条
毛
頭
覚
無
御
座
此
上
幾
度
被
召
出
御
吟
味
被
仰
付
候

而
モ
余
二
可
申
上
義
無
御
座
前
件
申
上
候
達
々
実
正
二
御
座
候
然
上
ハ
右
科
ヲ

以
如
何
様
当
罰
被
仰
付
候
テ
モ
申
披
無
御
座
奉
恐
入
誤
候
以
上

辛
未
九
月
五
日

県
庁

御
中

へ

一

四
一

丸
亀
県
士
族
森
辨
蔵
口
書

第

二

九
七

中
村
實

手
不
叶
二
付
指
判



（
①
明
治
四
年
九
月
五
日
・
森
辨
蔵
口
書
）

当
県
士
族森

辨
蔵

俸
禄
拾
三
石
申
口私義

（
マ
マ
）

当
年
三
拾
弐
才
二
罷
成
家
族
七
人
二
而
不
来
中
村
弥
吉
郎
ト
ハ
別
而
親
敷
相
交

リ
居
候
者
ニ
テ
是
迄
度
々
往
復
等
モ
仕
居
候
折
節
当
六
月
最
初
之
頃
同
人
私

宅
江
立
越
此
度
御
改
革
ヲ
以
藩
名
ヲ
廃
止
シ
新
二
県
立
一
一
被
仰
付
候
一
一
付
俸
禄

も
節
減
被
仰
付
且
又
追
々
ハ
村
落
ェ
分
賦
被
仰
付
候
御
布
告
も
有
之
候
得
者
多

分
帰
農
等
も
被
仰
付
候
義
二
可
有
之
依
而
者
指
当
厳
寒
之
患
も
無
之
候
得
共
積

年
御
借
増
米
も
有
之
候
得
者
右
一
時
御
指
下
被
仰
付
候
様
願
出
候
而
者
如
何
可

有
之
哉
之
段
預
相
談
私
モ
最
初
よ
り
相
含
居
候
義
ニ
テ
即
様
同
意
之
段
申
答
荏

（
マ
マ
）

再
罷
在
中
村
井
八
十
三
郎
私
宅
江
罷
越
前
段
屈
々
談
合
仕
其
後
弥
吉
郎
同
行
ヲ

以
八
十
三
郎
方
江
罷
越
私
共
ハ
両
人
二
而
も
願
出
候
含
之
段
相
談
候
処
八
十
三

（
マ
マ
）

郎
モ
同
断
之
趣
右
二
付
中
村
實
方
へ
立
越
猶
前
段
次
第
談
判
仕
候
処
既
二
弥
吉

郎
よ
り
承
知
致
居
候
趣
ヲ
以
三
野
殼
等
も
申
通
有
之
越
併
シ
人
々
之
申
ロ
ー
よ

り
符
節
も
齪
館
仕
候
義
二
付
尚
又
私
義
も
殼
方
へ
立
寄
委
細
逐
一
相
談
致
置
同

廿
日
八
十
三
郎
宅
江
一
同
集
会
之
上
評
議
仕
候
様
相
決
賞
与
同
行
ニ
テ
同
人
方
迄

（
マ
マ
）

立
越
候
処
追
々
林
唯
七
三
野
殼
平
井
錦
二
郎
藤
村
九
十
九
伊
藤
傳
三
好
藤
弥
太

石
垣
文
治
郎
等
罷
越
其
余
段
々
多
人
数
二
相
成
候
ハ
堅
姓
名
忘
却
仕
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仰
付
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候
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候
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作
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節
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事
ヲ
以
上
京
仕
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仕
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廿
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付
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付
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仕
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仰
付
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付
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仕
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付
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付
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右
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付
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付
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付
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付
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右
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迫
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萬
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右
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仰
付
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召
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仰
付
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右
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